







































三種浄土（事浄土、 相浄土、 真浄土）をもとにして天台独自 思想によって展開したものであることが指摘さ ている である。
本稿では、四土説にあらわされる天台の思想、特に天台において佛の
土である国土をどのように捉えて たかということについて、 『文疏』や三大部に説かれる四 やその体系か 一考察を試みたい。
一 　『維摩経文疏』における四土説
四土説は 『維摩経』 佛国品の品題を解釈する 『文疏』 巻一において、 総説、
別説（各説） 、佛国の修因、見の不同、往生、 教、観心などの八つの観点から論じられている。その四土 総論とし









染浄国とは、すなわちこれ九道の衆生の雑共栖止す。……（略）……六道三乗共居す。ゆえに染浄と云う。また凡聖同居国と名づくるなり。染浄国にすなわち、二種あり。一には穢。二には浄。一に穢とは善悪凡居なり。凡居にすなわち二種あり、聖居にまた二種あり。凡居の二種とは、一には悪衆生の居、すなわち四悪趣なり。には善衆生の居、すなわち人天 り 聖同 の二種とは、一には実聖居、二には権聖 。実聖居とは、三果および後 羅漢、辟支佛、通教の六地、別教の十住、円教の十信の後心、界内の煩悩を断ずといえども、報身なお三界に存り。二に権聖 同居とは、方便国の羅漢、 辟支、 菩薩、 偏真法性身を受け有縁の衆生を利するが為に願いて、同居土に応生す。 実報無障礙国および常寂光国 円真法性身の菩薩、妙覚佛、有縁の衆生を利するが為に同居土に来生す 皆、これ権なり。……（略）……二に凡聖同居の浄土を明かす 西方無量寿国、また果報これに勝れども比喩すべきこと難し 、然もまたこれ染浄凡聖同居の国なり。……（略）……聖 に権あり、実あり類して知るべし。これを染浄凡聖同居 浄国と名づく。ただ四悪趣無きをもってのゆえに、ゆえに名づけて浄とな 。……（略） …論に云く、娑婆国土を名づけて染浄世界となす。
（新続蔵一八・四六六・ａ～ｂ）





二に有余土を明かすとは、二乗、三種の菩薩、方便道を証する、この居する所なり。……（略）……界内の通惑を断じ尽くし、および恒沙を断じ、余の別、無明の見思いまだ断ぜず。分段の身を捨て、界外に生じて法性身を受く、 なわち変易生死あり。そ 受報の所居の域を有余土と名づくるなり。……（略）……また方便土と名づく、方便の行人 所居なればなり。
（新続蔵一八・四六六・ｂ）
ここでは、方便道を証した、二乗や菩薩の土としており、前の同居土とは異なり、界内の通惑 断じ尽くした人の土である。また、その惑について、界内の通惑は断じ尽しているものの、塵沙の惑を おらず、別惑である無明を断じていないのである。よって、三界に ける分段生死する身から、界外の土である方便土において変易 生死を受けるとしている。
さらに、果報国については、
































された浄影寺慧遠の三土説と異なった点が見られ 。それは 佛土説における四悪趣の有無である。そ で、 続いて、 『大乗義章』の説を確認し、天台の四土説における四悪趣 つい 検討して きた 。
先学の研究では、浄影寺慧遠の『大乗義章』に述べ れる事浄土、相




義章』では、教聚、義聚、染法聚、浄法聚、雑聚と大きな項目に分けてから、各項目について述べているのであるが、この三土説が述べられる浄土義は 浄法聚 収められ、四悪趣を含む六道義は苦報として染法聚に収められている。このように、浄影寺慧遠の三土説は浄土義 述べられているのであって、 あくまでも「浄土」を明かしているのである。すなわち、慧遠の三土説は、穢土と浄土とを分別した上での浄土について三つに分けて述べていると考えられる。
では、この慧遠の三土説をもとにしながら、智顗は四悪趣をその土の
体系の中に含めた理由について考えていくこ にしたい。天台の四悪趣の扱いについて『法華玄義』では 法妙を明かす中 おける衆生 、十如是 権実を明かす箇所において、
十如是を以って十法界に約す。謂わく、六道四聖なり。皆、法界と称することは、その三意あり。十数は皆、法界に依る。法界の外に更に復、法無し。……（略）……この十 法界にして、一切法を摂す。一切法は地獄に趣きてこの趣を過ぎず。当体、即ち理にして更に所依無し。故に法界と名づく。乃至、佛界も亦復是の如し。
（大正蔵三三・六九三・ｃ）
とあり、四悪趣を含む六道および四聖がすべ 法界であることを述べている。そして、その一々はすべて法界に依るとし いる。さらに 地獄ですらもその体は理であるとしているのである。すなわち、天台 おては、地獄 他 四悪趣も法界の一つであり、そのもとは理そのものとしているのである。
さらに、 『法華玄義』では三法妙の佛法妙おいて、佛と法について、
佛、 豈に別の法あらんや。 祇だ百界千如、 これ佛の境界なり。 …… （略）……能く九界の権、一界の実に応じて、而も佛法に於て損減する所無し。諸佛の法、豈に妙な ざらんや。
（大正蔵三三・六九六・ａ）
とある。十界を互具した百界とその十如である千如すべてが、佛の境界であり、佛においては、十界のすべてに応じるのである。そのため、天台の四土説には、地獄、餓鬼、畜生、修羅の四悪趣も佛土の中に含まれている である。また、すべての法を摂し、すべての衆生を摂 る土佛土であ 。ただし、浄土と穢土を分別した上で 浄土が、佛土として展開しているの はない その四悪趣 含む衆生そのもののあり方が、佛法に他ならない このことが、四土に四悪趣を含めている意味であり、天台四土説 特徴の一つと考えられるのである。
この、すべてが佛法であり、法界であることということを踏まえて四
















今、六十二見の衆生 未だ道を成ぜざれば、菩提を煩悩と為す。故に六十二の煩悩有り。衆生、若し道を成ず 煩悩 菩提と為す六十二見、計して煩悩を生ずる所の処、即ちこれ菩提真空常寂 浄土なり。
（新続蔵一八・六二二・ａ～ｂ）
とある。煩悩を持った衆生は、本来の菩提を煩悩として観てしまっている。もし衆生が佛道を成じるならば、すなわち、佛にな ならば、その煩悩がそのまま菩提となるのである。また、煩悩の生ずるところ そが常寂光土になるとされるが、これは、衆生が煩悩を生じて 土に即して佛の常寂光土が ことを明らかにしているのである。さら 、その煩悩も断たれるものではなく、それ自体が菩提であり 諸法は実相とする土を表していると見られるのである。 うして、佛の所見と 界について『法華玄義』弁体では、







とする。これは、前の三界と方便土と同じく、分別するならば実報土は方便土の外にあるとしているが、事に即して真であると 、分別して必ず遠く わけではなく 娑婆世界において実報土を観るとするものである。こうして 三界、 内である同居土において、界外の方便土、実報土を観 としているのである。
また、これら三土と常寂光土との関連について『文疏』では、
問うて曰わく、別に常寂光の土有るや。答えて曰わく、然ら 。只だ分段、変易、即ちこれ 土なり。螺髻の見る所 穢に即してこれ浄なるが如し。更に別に求めざる 故に経 、 譬えば諸天、宝器を共にして食するに飯色 異有るが如しと云うなり。
（新続蔵一八・六二一・ｂ）























を経証として心法と佛法と衆生法の差別は無いとした上で、己心の法を観るとしている。そして、そ 心において 常にさまざまな衆生、五陰、国土の三世間が造り出される。 れは、地獄から佛までの十界の仮実国土のありようである。つまり、国土のあり方は、心に具わっている である。よって、同居土 も、方便土とも、果報土とも常寂光土 もなっていくのである。
四 　小結
以上のように、天台の国土観は四悪趣を含むすべての衆生の土を佛土











豈に能居の界域の別あらんや。 ただ機に随いて物を化するをもって、その真応の両身を説く、ゆえに事理二土を明かすなり。然るに本に非ざれば、もって迹 垂るること無し。ゆえに応形応土あり、迹非ざればもって本を顕すこと無し。ゆえに物を引きて同じく法身の真国に帰すなり。……略……別して佛国を明かさば、諸佛、縁に隨いて物を利す差別 相、 無量無辺なり。 今、 略して四種と作し分別す。
（新続蔵一八・四六五・ｃ）
と論じられる。本来、別なものではないが、化導 為に、衆生の機根に合わて分別したのである。また、佛土 、佛と衆生との縁 よるのであり、その相は様々であるとした上で、まとめて四土としているのである。
なお、中古天台以降では、この四土説については佛土義として複雑な
論義が展開される、それらについての詳細な検討 今後の研究課題したい。註







に異有るが如し。是の如く舎利弗よ、若し人にして心浄ければ、便ちこの土の功徳荘厳を見ん。 」（（）『大方広佛華厳経』 （大正蔵九・四六五・ｃ）「心は工画師の如く、種種の五陰を画き、一切世界の中に、法として造らざる無し。心の如く佛もまた爾なり。佛の如く衆生も然り。心と佛と衆生、是の三、差別無し。 」
八
